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ＨＭネットでのeお薬手帳の 
使用方法について 

 
 
 
 

マニュアル編 



はじめに 

ＨＭネットに電子お薬手帳連携機能
が追加されます。 

これまでもＨＭネットでは調剤情報
を蓄積することができていましたが、
ＨＭネットのみで電子お薬手帳とし
て扱うことはできませんでした。 

このたび、調剤報酬上求められてい
る仕組みが実現できるようになりま
した。 
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はじめに 
具体的にはＨＭネットにスマホアプリ
「日薬eお薬手帳（以下、「eお薬手帳」
と呼びます）」をリンクさせることで、
電子お薬手帳の機能を追加しています。 

薬局側：ＨＭネットを通じてeお薬手帳に調剤情報書き込み・
他薬局の調剤情報を閲覧 

患者側：ＨＭネットにリンクしたeお薬手帳で自己データの閲
覧・追記 

注意：スマートホンアプリの使用が大前提です 

3 



はじめに（用語解説） 
【eお薬手帳】 

日本薬剤師会がリリースした電子お薬手帳アプ
リ。ＨＭネットと連携するようになった。 

 

【ひろしま健康手帳】 

ＨＭネットユーザーが使用できるアプリまたは
Ｗｅｂサイト（要ログイン）。個人のヘルス
データ（体重や血圧など）を記録することがで
きるとともに、お薬情報など、健康に関わる
様々なデータの蓄積が可能。 
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薬局で行うべきこと（大きく分けて２点） 

１．患者さんのＨＭネットとeお薬手帳の連
携を行う。 

 患者さんのeお薬手帳連携機能利用開始時に必須の操作
となります。 

 

２．薬局でeお薬手帳を活用する。 

 普段の薬局業務でのお薬手帳の使用を指します。 

 

この２点の方法をご確認ください！ 
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１．患者さんのＨＭネットとeお薬
手帳の連携を行う。 

次の２パターンがあります。 

より説明がしやすい方を各薬局で選んでください。 

パターン１ 

ひろしま健康手帳を
使用しない連携方法 

パターン２ 

ひろしま健康手帳を
使用する連携方法 

★電子お薬手帳には「日薬eお薬手帳」以外のものも存在しますが、ＨＭネッ
ト加入薬局においては「日薬eお薬手帳」への移行を推奨してください。 
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すでに日薬eお薬手帳アプリを使用
している患者さんは、パターン２で
の連携が必要となります。 



パターン１ 
ひろしま健康手帳を使用しない連携方法 

（①ＨＭカードの発行 ※すでにＨＭカードを持っている方では不要です） 

②「eお薬手帳」ボタンからeお薬手帳連携専用画面を開く 

③患者さんのHMカード情報（QRコードもしくはHMコード）を読み込む 
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パターン１ 
ひろしま健康手帳を使用しない連携方法 

④患者さんのeお薬手帳アカウントが作成され、登録内容の帳票
が発行されるので患者さんに渡す 
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パターン１ 
ひろしま健康手帳を使用しない連携方法 

⑤患者さんにおいてeお薬手帳のアプリをダウンロードし、帳票
に記載された「ユーザーＩＤ」と「パスワード」を入力後、ロ
グインする 

薬局においてこの操作（⑤）をフォローするのが困難な場合は、患者
さん自身におこなっていただくことも可能です（説明用紙あり）。 

次回来局時までにアプリの設定を行ってもらうとよいでしょう。 9 



パターン１ 
ひろしま健康手帳を使用しない連携方法 

秘密の質問「地域医療ネット
ワーク連携」を選択する 

帳票に記載された秘密の質問
の答えを入力する 
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パターン１ 
ひろしま健康手帳を使用しない連携方法 

薬局においてこの操作（⑤）をフォローするのが困難な場合は、患者さん自身におこなっていただくこと
も可能です（説明用紙あり）。 

次回来局時までにアプリの設定を行ってもらうとよいでしょう。 

メールアドレス、パスワード及び秘密の質問の答えが
帳票に記載されたままとなっているため、患者さん自
身により、変更してもらう必要がある。 

「サーバにデータを同期」
を選択し、ログイン画面に 
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いったんデータを更新する 



パターン２ 
ひろしま健康手帳を使用する連携方法 
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（①ＨＭカードの発行 ※すでにＨＭカードを持っている方では不要です） 

②患者さんにおいてeお薬手帳アプリをダウンロードする。 
 （データ同期サービスの利用登録を開始しておく必要があります） 

 

③「ひろしま健康手帳」アプリをダウンロードするか、ひろしま
健康手帳Ｗｅｂサイトからログインする。 

データ同期サービスの利用登録が開始でき
ている場合、アプリの「設定」画面におけ
る「サーバーにデータを同期」が「オン」
になっています。 



パターン２ 
ひろしま健康手帳を使用する連携方法 

④患者さんにおいてeお薬手帳からワンタイムコードを発行 

コードをメモしておく 

②において、事前にデータ同期サービスの利用登録を行う必要があります（詳細は日薬eお薬手帳の利用マニュ
アルをご参照ください）。 

薬局においてこの操作（④及び⑤）をフォローするのが困難な場合は、患者さん自身におこなっていただくこと
も可能です（説明用紙あり）。 

次回来局時までにアプリの設定を行ってもらうとよいでしょう。 13 



パターン２ 
ひろしま健康手帳を使用する連携方法 

⑤患者さんにおいて「ひろしま健康手帳」のアプリもしくはWeb
サイトからeお薬手帳のリンク開始 

or 

<Ｗｅｂサイトの場合> 
メニューバーの「マイカード情報」にマウスカーソル
を合わせて、「eお薬手帳 連携」メニューをクリック 

<アプリの場合> 
「メニュー」をタップし、アプリメニュー内
の「93: eお薬手帳連携」をタップ 
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パターン２ 
ひろしま健康手帳を使用する連携方法 

薬局においてこの操作（④及び⑤）をフォローするのが困難な場合は、患者さん自身におこなっていただくこ
とも可能です（説明用紙あり）。 

次回来局時までにアプリの設定を行ってもらうとよいでしょう。 

メモしていたコードを入力 
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２．薬局でeお薬手帳を活用する。 

eお薬手帳の役割は紙のお薬手帳同様、お薬情報の一元管理・
閲覧です。 

いくつかの方法があります。 

 
ワンタイムコードを用いた閲覧 

ＨＭカードを用いた閲覧 

履歴を用いた閲覧（２回目以降の患者さんのみ） 

日薬eお薬手帳以外の電子お薬手帳アプリの閲覧 
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ワンタイムコードを用いた閲覧 

① 患者さんにおいて、eお薬手帳からワンタイムコードを発行 
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ワンタイムコードを用いた閲覧 

②「eお薬手帳」ボタンからeお薬手帳連携専用画面を開く 

③患者さんのワンタイムコード（QRコードもしくはコード文字列）を読み込む 

Internet Explorerが起動し、 
お薬手帳画面が表示される 
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ＨＭカードを用いた閲覧 

①「eお薬手帳」ボタンからeお薬手帳連携専用画面を開く 

②患者さんのHMカード情報（QRコードもしくはHMコード）を読み込む 

Internet Explorerが起動し、 
お薬手帳画面が表示される 
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履歴を用いた閲覧（２回目以降の患者さんのみ） 

①「eお薬手帳」ボタンからeお薬手帳連携専用画面を開く 

これまでに閲覧した患者さん
が一覧で表示される。 

Internet Explorerが起動し、 
お薬手帳画面が表示される 
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①患者さんにおいて電子お薬手帳アプリからワンタイムコードを
発行 

■ワンタイムコードの発行方法は電子お薬手帳アプリ
によって異なります。患者さん自身に確認してもら
いましょう。 

■今後、医療情報連携ネットワークを活用していくこ
とを考慮すると、「日薬eお薬手帳」への移行を推奨
していくことが望ましいです。 

※画面のレイアウトはアプリによって異なります。 

日薬eお薬手帳以外の電子お薬手帳アプリの閲覧 
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②「eお薬手帳」ボタンからeお薬手帳連携専用画面を開く 

③患者さんのワンタイムコード（QRコードもしくはコード文字列）を読み込む 

Internet Explorerが起動し、 
お薬手帳画面が表示される 

日薬eお薬手帳以外の電子お薬手帳アプリの閲覧 



注意点 
ＨＭネットに加入している薬局で調剤された薬剤の情報 

については、ＨＭネット上に蓄積され、eお薬手帳にも反映
されます。 

 

一方、 

医療機関で交付された薬剤（院内処方や注射薬等）の情報 

ＨＭネット非加入薬局での調剤情報 

については、患者さん自らがeお薬手帳に取り込む（ＱＲ
コード読み取りや直接入力）必要があります。 

 

患者さんに上記をよく理解しておいてもらう必要があります。 
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どんな患者さんにeお薬手帳を推奨するか 

どのような患者さんにeお薬手帳を推奨すべきか、考え方の
参考としてください。 
（必ずしも全ての患者さんがeお薬手帳を使用した方が良いとは限りませんが、
ＨＭネットへの加入は積極的に働きかけてください。） 
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ＳＴＡＲＴ 
スマホ 
ユーザー 

紙のお薬手帳 
活用度 

電子お薬手帳
のニーズ 

eお薬手帳 
+ＨＭネット 

紙のお薬手帳 
+eお薬手帳 
+ＨＭネット 

紙のお薬手帳 
+ＨＭネット 

ＹＥＳ 

ＮＯ 高 

低 

有 

無 



eお薬手帳の可能性 
eお薬手帳は、単に紙のお薬手帳の代わりになるだけでなく、次のような利点があ
ります。 

■１つのアプリで複数人のお薬情報が管理できる 
アプリ中でユーザーの切り替えが容易にできるので、お子様がいらっしゃる患者さ
んが複数のお薬手帳（自身のものと子どものもの）を持ち歩く必要がなくなります。 

 

また、ＨＭネットと連携したeお薬手帳だからこその利点もあります。 

■従来の電子お薬手帳で必要だった「お薬情報の取り込み」を
省略できる 

ＨＭネット加入薬局での調剤情報はＨＭネットを通じてeお薬手帳に蓄積されます。
従来の電子お薬手帳に必要だったＱＲコードによる調剤情報の読み込みを省略でき
ます。 

■「ひろしま健康手帳」などのＨＭネット中の複数の機能と組
み合わせて使用することで、トータルヘルスケア実現の可能
性が広がる 

ＨＭネットには様々な機能が搭載されています。健康な時から医療・介護サービス
が必要になった時まで。まだ想像できない新たな活用の可能性がそこにはあります。 
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おわりに 

ＨＭネットとeお薬手帳の連携開始をきっ
かけとして、薬局や住民の方におけるＨ
Ｍネットの普及がさらに進むことを期待
しています。 

薬局が、医療情報連携ネットワークの充
実の鍵を握っています。 

共に、ＨＭネットを活用した更なる医療
の質向上を実現しましょう！ 
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